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副所長（道路） 姫村 幸造 【担当】計画課長 浅井 順一

鳥取豊岡宮津自動車道（鳥取～福部）ポータルサイト
http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/road/tottorifukube/index.html

報道機関の皆様へ
• 全体を通じて取材可能です
• 取材を希望される場合は、報道機関であることを示す腕章等を着用のうえ、当日受付までお越しください

13:30~ 第１部（ワークショップメンバー任命式、道路・交通の現状紹介）
約 30分

14:15~ 第２部（ワークショップ） 約125分

開催
日時

開催
場所

平成30年9月29日（土） 13:30~（受付13:15）
※ワークショップメンバーは、公募や旧鳥取市・旧福部村の地区会長及び、経済団体等から事前に
決定しています。
※大雨のため中止した、9月9日の振替開催です。

進行
予定

鳥取市福祉文化会館 【別紙参照】

・地域の道路や交通で困っていること
・鳥取～福部間の道路が利用しやすくなるための工夫と配慮するべきこと
①交通課題を解消するにはどのような対策が必要か
②道路整備を行う場合、どのようなことが心配か、どのようなことに気をつけるべきか

討議
テーマ

『鳥取豊岡宮津自動車道(鳥取～福部)
の道路の改良計画の検討』では、7月末まで、
地域のみなさまのご自宅へアンケート調査票
を配布し、ご意見をお聴きしてきました。
ワークショップは、より具体的なご意見を直
接お聴きすることを目的として開催します。
【詳細は別紙参照】
全３回程度の開催を予定しており、この度、
第１回ワークショップを開催します。

鳥取市民 約70名で鳥取～福部間における
道路計画についてのワークショップを開催
～地域の皆様と一緒に道路の課題や計画について考えていきます～

その他 ・アドバイザーとして、鳥取大学工学部の谷本教授にご参加いただきます
・ワークショップスタッフとして、鳥取大学学生にご参加いただきます



（別紙）

◆何について話し合うの？
どんな議論をするの？

◆ワークショップとは？

◆話し合った結果は
どのように扱われるの？

課題・ニーズの把握と
道路計画の必要性の確認

地域・道路交通の課題と道路に求める
機能を把握し、道路計画の必要性を確
認します。
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計画検討の流れ（案）

複数案の設定と評価項目の設定

複数のルート帯案を検討のたたき台とし
て提示します。
市民等のみなさまの懸念やニーズを把
握し計画検討に反映させます。

複数案の比較評価

市民等のみなさまのご意見を反映した比
較評価（案）を提示します。
各案に対する期待や懸念をお聞きします。

みなさまのご意見を踏まえ、
「概略計画」をとりまとめます。

HP・南北線だより

オープンハウス

アンケート調査
ヒアリング調査

ワークショップ

情報提供

意見把握

現在はこの段階です

提案・
助言

HP・南北線だより

オープンハウス

アンケート調査
ヒアリング調査

ワークショップ

情報提供

意見把握

ワークショップとは、少人数のグループに分かれて、ファ
シリテーターと呼ばれる進行役の下、テーマに沿った意
見交換を行う場です。

ワークショップでは、地域のみな
さまや経済関係の業界に所属さ
れる方々にお集まりいただき、
「地域の道路や交通で困ってい
ること」、「鳥取～福部間の道路
が利用しやすくなるための工夫と
配慮するべきこと」などについて、
みなさまのご意見をお伺いします。

ワークショップで話し合った結果は、今後、道路の改良計
画の検討に反映させていきます。また、ワークショップでいた
だいたご意見については、「南北線だより」等を通じてみな
さまにお知らせしていく予定です。

今回は第１回です

◆9月8日の開催状況

◆会場位置図

鳥取市福祉文化会館

鳥取市福祉文化会館

N

〒680-0022
鳥取県鳥取市西町2丁目311番地

※約40名のワークショップメンバーに参加していただきました

任命証の交付 討議状況（全体） 討議状況（各班）


